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1. 目的

 幼り己期は鳶楽的能力の発達するきわめてlk要な時期であ｝1、チどもの聴力は誕生1. 一てまもな

くその働きを始めるといわれている。旧名な青楽家や演奏家の中にもこの」ド要な劾児期から

音楽的能力に関してiilll練を積みlkね. ぐ活躍を続け. ている人も多くいることは周知のとおりであ

るt、

 しかし、このような1巨:要なH～Ni)1におけろ、丁・どもたらをとりまく膏楽的な環」∫εはきわめて複

雑で、視覚・聴覚の両而に1昊1与するものもあり、また聴覚のみのものもあるt、. 音楽を聞くため

の装置も、またr～楽の種類も多岐にわたっている、、このようなゆたかな環境の中でチどもたち

lJ容易に音楽をlll桑i取できる∫1尺況にある、

 しかし、あらゆる而で経験の乏しい・. j'・どもたらが、注意を集ll. 1し、いかに青楽的属性を弁)Sll

できるtitt JJが養われているか、また. lriiil;の増1」lll. :ともなって如lll∫にこれらの能ノ」が発達するか

にりいて't歳から6歳まて:'の幼児を対象に調在検詞. することを本研究はll的としている、、

 あわせてそれらの結繋をもとに、幼児の、のぞましい音楽教育を追求し、保育者養成のた

めV)・ 一門†:1. として下舵(たい

2. 手続き
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3. 調査内容

 調査の内容は. 強弱の弁別・リズムの理解・高低の弁別・1｝色の理解・和置の理解および鑑

賞能」)に国するものである幼児に親しみやすく、わかりやすい絵を同時に提示しな;がら、以
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下にのべる各領域についての理解度を検討した. 

｛且｝強弱(lntensity)

  強弱についての能力を検詞. するために提示した朝激音の一t例を次に示す。なお日頭による

 教示は幼児に理解しやすいように次のようにおこな'」た。

  「これから、音楽のおもしろい遊びをしましようtタヌキさんとイヌさんがタイコをたた
                                        '

 いています。どちらのほうが元気かあって強い1㌣に聞こえますか。強いと思うほうにOをつ

 けて下さい」

  刺激音1

   タヌキさんのタイコの音は(弱)

    轡型≒一llilllll［三江……一 m

   イヌさんのタイコの音は(強)

    三三特牛≡三二二一…;工二恩ヨ迂互、. 一. . 一

｛:2〕リズム〔Rhylhm)

 リズムについての能力を検討するために提ンllした刺激音の・・f列を次に1'jこす、なおll頭によ

る教示は次の通りである)

 「いろいろな動物たちがタイこ」をたたいている絵かあります。タイコの音を開いて、打ち

方が1司じに聞こえたらO、ちがって間こえたら×印をつけて. ドさい. 、. 1

 刺激音ll

  マさんのタイ。の韻     」≧

シカさんのタイコの音は

2
4
2
τ

1
σ
l
l
d

一
1
-
6

扇
一 ま

13〕高 低(Pitch)

 A)音の高低

  1㌣の高低についての能ノJを検討するために提示した刺激音の. ・例を次に示すなおll頭

 による教示は次の通りである。

  「いろいろな動物がtflをふいている絵がありよすtどちらの方が高い音でふいていよす

 カ㍉高いと思う方にOをつけて'卜'さいtlt」

一 . r)o 一



刺激・音ill

 お'げルさんの笛のITは . 't一' P' Q二二二＝＝＝＝『t

クマさんの笛の音は
尋1一。

 B)旋律の高低

  旋律の高低についての能力を検討するために提示した刺激音の一一・例は次の通りである、

 なお1-1頭による教示は次のようにおこなった。

  「いろいろな動物がピアノを弾いている絵があります。どちらのほうか高い音に聞こえ

 ますか、高いほうにC)をつけて'1・'さい」

  刺激. . 1劉v

                               as
   イ・さ〃・弾く・・7・・)一'・'・i・ IEk蚕置」蓼. …珪ヨ

                               ms

ブ・さ・・ 0) Giii 〈ピアー h蒜葺華』
1・t｝it色｛Tinil｝ru )

 疏色についての能ノ」を検討'するために提示した刺激音の一一・例を次に示すt、なお1. 1頭による

教示は次のようにおこなった。

 「ラッパをふいている人と. ピアノを弾いている人と. 笛をふいている人がいます. 、これ

から岡く膏は、どの人から聞こえてくるでしょうか. 、三つのうちのどれかに(1)をつけて下さ

し㌧」

 刺激膏V

晒蝋昏 一   一 一 9ド .     一 畠

1   一7     9畠

 .       一  一  'e ≡存≡
一一

群干:≒書石ヨゴ丁丁罵

〔なお、この刺激提弓::ボ1 はう・ソバによる》
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〔5 」FII  -II (Chor(1)

 A)ji毛. 一和音

  単一和音についての認知能力を検副するために提示した刺激音の一一・例を次に示すなお

 【一. 1頭による教示は次のようにおこなった、

  「自動車のラッパ音は同じか. ちかうかをあてる問題ですリラッパの音が同じだったら

 ○、ちがう音だったら×をつけて'ドさい」

  刺激晋Vl

はじめ一さんのバスのラ・バ・・ q1輩｝
   ヤギさんのトラックのラッパは     二冒冒＝二＝一皿こ＝一・一一一
                      ド       くレ
                      一 一一お｛「一

 B    千ll'iTj態i」f

  和音1悠行の理解についての能力を検討するために提示した刺激音の一例を次に示す. な

 おrl頭による教示は次のようにおこなったtt

  「オルガンの音を間いて、回じに開こえたら匡. ;らがって闘こえたら×をつ口てドごい…

  刺激ボハ11

カメさんの弾くオルガンの音は

ウサギさんの弾くオルガンの1㌣は

【「L・o     ●
」 が

雌三千「に

」

乖ヨ
P

o. 、
●

-【 メレ o
響＋一 一9

1      . 

垂X

l
l

8一一腰 1
q:2一一. 1 ■

■ 1 I
l

ノ4 ［…・・ 1

(6) 'Jtnt':'V/r ( Apprtr｛:i:ition )

 鑑賞能力を検討するために提示した刺激音の一一例を次に示す。なおrl頭による教示は次の

ようにおこなった

 「二つの絵かあります。、これから開く高・楽は. どららの絵の音楽でしようか. 」

一一
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  刺激音Vlil

   中 1略

   (！Sla一 rr一一一t-F'T-t u. .  u一一一一一一一一一一一・一一一一…一一一一一一一一一一一一一    

1弓凱丁
臨li…讃σ

   ff
    StUl 一 一・ 一一.  T . 

剛≒ま
 十/

1御‡ξ
    11tp

(風評傭≧糊幼鵬とlll轍あって撒1禍る欄の)

4. 結果

 結. 果は表1に示すとおりであるi. なお、この掬点はIOOYi満点1こ換算したものであるu

表1 結果を示す表
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強弱の弁別能力についての得点は、't歳児は95」｝、5歳児は87. 5、

り、したがって4歳児が高い得点を得たt、

 このデーターは対数回帰式にもっともよくあてはまる。

              図1 データー対の図示(強弱)

            100

1
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なお、対数回帰式はy＝a＋blnx(ただし、x＝年齢ty＝得点)

 対数回帰係数

           1
      2ynxi-t/ Elnxi2yi

   b ＝ 一一一一…一一一一一一一一一一 ＝＝ 一 lg. or)

      E(lnxi)2一 十/ (Elnxi)2

      1
   a ＝ 一/A・一 (2 . y・ i-1) Z' 1t)xi) ＝120  it 1

‘i歳児のそれは87. 5であ

fミ 12σ・4ト19曾・51、r

  決定係数

            〔・・、1・lx、結Σ1・1x、Σ・、〕:

     ソ    rL「＝                        一. 一一. . 一一. ・一. ・＝｛一). 80

       〔・(ln・、):一÷・Σ・x、)2〕〔・・、2一圭1Σ岡

 年齢の増加とともに強弱に対する弁別能力は低下する傾向が認められた、なお、この結果に

ついては今後検討を要する。

直線性は高い(r2＝(). 8())。

 リズムの現解については、4歳児の得点72. 5、5歳児の得点61〕. 0、6歳児の得点は75. 〔1であ

り、したがって6歳児が高い得点を得た、

 このデーターは直線回帰式にもっともよくあてはまる:
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箏
f

点

図2 データー対の図示(リズム)
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直線回帰式は9;:1。十aIx

ilo:季泉 ll ll 引1i｝ f系 姿交

     ・・、・一聖聖・

  a ＝. ・ ・一一一一一. 一 . 一一』一一   ;＝5. 〔〕0

   豊           り     ・・、・L黛1・と

  a〔＝シーa覧s ＝二46・67

決定係数

         〔・・、・、一一多冬｝1Σン1'〕2

   り  r ＝＝一一・一一・一一一一・冒一・・一一. 一 一. 

6

                          ＝O. 80
        〔・・fL禦礼〕〔Σ、・」半〕

 年齢が増加するにつれて、いくらか. k昇の傾向はあるが、 i罫〔線性はきわめて低く、年齢との

顕著な対応は認められない。

 斉の高低の弁別能力は4歳児が475、5歳児が48. 8、6歳児か53. 8で、年齢とともに高い得

点を得た、一t

 このデータは指数回帰式1こもっともよくあてはまるt. . 

一5r)一



図3 データー対の図示(高低)
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             1
      2xilnyi一 't (Exi)(E・ lnyi)

   b ＝＝一一一一一一一一一一一一・一一一一一一 一一一・一一一 ＝(/) 06

         2xi2一1 (£・ xi)2

     a ＝＝ cxp( ・Z-ll？一'｝'li・ 一t)・一Z-ii5i・］ r一 36si)

  1ノとヒ. 1系委文

              (2xilnyi一十t Exi21nyi］Z

     r 2＝ Luu. t一. 一 . .  一一. … 一T. .  . 一一r. 一一 m 一一一一一. . m. nT一一TT. . 一. 一.  T. . 一r 'm. '. m . r'一 ＝ O 一 9()

          (:g xi2一 SZX-iL2一 ) (2 anyi)2一 . Ut lii￥'2！iY 22. )

  イ佳｝:』ゴ直 傘二＝36. 5g e o・flilx

 高低の認知能力は年齢とともに確実に高くなり、il'1:線性はきわめて高く (r:'tニiO. ll)o)、きれ

いな特性である。 しかし六. 種0. )調査項Ilのlliでは ・番低い得点であ1)、'1歳・5歳ともに50点

以下の平均であった. 、

 音色の理解については、4歳児が620、5歳児が82. 0. 、6歳児は96. 0'(高低の介1川liH∫ll. ｛卜

齢の増加とともに高い得点であった。

 このデーターは対数回帰式にもっともよくあてはまる
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図4 データー対の図示(音色)
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 なお、ll「算式は前掲J∫〔II(強弱と1司一につき省1略する。

青色の認知に関する能力はきわめて急速に発達する. 、直線性は非常に高い(rZ＝1. 〔〕o)、

 各得点は完全に直線一Iしにの・)ている、

 和. 1'1:の↓1購'1については4歳児56. 3、5歳児は62. 5、6歳児は7L3でやはり年齢の増加と

ともに高い得点を得た、t

 またこのデーターは指数回帰式にもっともよくあてはまる。

              図5 データー対の図示(和音)

             10e

轟

点

 . う～、｝
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D臥や著

ぴ・

r｝o

    ゆ. 、lv
勺チ禍∫⑩e

              (｝
                   1 S 6

                     . 1卜 齢1歳)

 なお、計算:式は前掲項li｛高1鼻klと1'il・一・につき省略する. t

 lド齢の増加とともに着実に和ボレに対'引騙る理解能力は高まっているQ

 各得点はil㍉:線によくのっている〔rtt＝・C〕. 99)c

 鑑賞能力については・1歳児7〔1. 0、5歳児80. 0、6歳児88. 3で、やはり〔～歳児か高い得点を得

た

 なお. このデー一一一ターは対数lill帰式にもtt:Jともよくあてはまる、
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図6 データー対の図示(鑑賞)
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なお、計算式は前掲項i. 1(強弱)とli'ii一にづき省略する1. 

年齢の増加とともに｛着実に鑑賞能力は増加している. 、直線性はきわめて高い(r2ニL〔〕O＞、

総得点については4歳児64. 0、5歳児68. 0、6歳児76. 0で、6歳児が高い得点を得た、

なお、このデーターは指数回帰式にもっともよくあてはまる

            図7 データー対の図示(総得点)
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なお計算式は前掲項目(高低)と同一につき省略する。

年齢の増加とともに、全体的能力の向一ヒが認められる。得点はほほ直線的である(rZ＝〔〕. 99〕r

能力段階および能力段階の平均点は表2・表3のとおりであみ

表2能力段階    衷3平均点
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 4歳児はitの能力段階と認められるものがも・)とも多く、5歳児・6歳児も1 ii］ Clkに4の能力

段階と認められるものがもっとも多い結果てあった。特に4歳児に最高レベルの7の能力段階

と認められるものが1名あったことに注目したい。

 また. '1・':均点からみると、4歳児が68. 6、5歳児が62. 9、6歳児が6L4で4歳児か高い得点を

得た一. なかでも4歳児の男児がもっとも高い得点を得た、

 この結果は、幕乗回帰式にもっともよくあてはまる。

            図8 データー対の図示(能力段階)

｝
「

点

100

50
・V

@＝'IOOo. i. rO・ue

           〔［
                4    5    6

                  年 齢｛歳〕

擢乗1り1帰式は件axb

幕3良回帰係数

     Σ(ln・、)・・y、)一一塾・｝'Σ1壁・と

  b＝＝一     一一一一一一一一一一一・一一一一一一一・. . 一. . 一・. . 一・一・. 一・・…・＝0. 28

       Σ(lnx. ジ」Σ墨i旦
          1               
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決定係数

           〔2 (lnxi) Onyi) 一 一(一' E-1！il. XLi' L)h. (ts/Y 2u〕2

    r i'＝一 一一 一一一一一一 …一一一一一一一一＋一一一 ＝＝O94
        (z' (htxi):一 〈一'9！::Xi)一i' )(2 〈lnyi):'一 一(uS. lt'一Y. L)一iL)

 年齢がすすむにつれて、能力段階の得点はド降している。テストの標準化との関係もあるか

もしれないが、比較的にこれらの被験者は年齢対応の能力か、他の地域の子どもほどのびない

ことを示すかもしれない。

 得点の直線性はよい｛1' z＝一〔｝. 94)。

 以しの六f屯の調査項11および総得点、能力段階の各llll線をまとめて比較したものが図9であ

る. 、
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 この図9から明らかなように六項1/の調. 査のうち、強弱の介別をのぞく五項「1についてけ1'

楽的属性の弁別能力は発達しているといえるしかしこの・1歳から｛1歳にかけて、ボ～楽的属性

の弁別能力が急速に発達するもの(砕色、鑑賞、和音)、あまり急速な発達をしないもの(リ

ズム、高低)、なぜか今1り1の調査においでド降が認められたものG郵紛があるt

 この感覚的未分化なll与期に、すべてのものか並行して発達するとはいいがたく弁別1産力の

発達にもずれのあることが明らかになった。

                図9 結果を示す図
 100

80

得 70

点
。o

50

40

              諺ヅ璽

㌧〉孝思ζ
孫メン御

   や/      一一
         一〆  湾∠一一！
一 篠㍉'

・1シ

'

                   ！！

物甑騙/〉
             ノ  ネ

            ドロ
         /辱
   グ〆/・

ク、言～くサ趣1受雁. 
                 り＼                    

                  ノ'               ！'            〆 一高116」ヅ撃一一！

           sl 5          6
                  . tt二 齢(歳〕

 つぎに調査内容の各項［を年齢および牲別との関係でF検定をおこなった結果は/乏 ・1に示

すとおりであるv
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 」∫〔ll｛1つ‘こ')し・F(〇ニイ∫滋∫:. ～昏力ご置μ〃1)L:)オしる  (F＝:42. ()2、 dr＝＝5't P＜し｝. Ol)Q

 姓別IQ)については有意差は認められなかった。年齢(R)については有意差は認められな

かったが. それに近い傾向がうかがえる(5％まではいかなかったが)

 調:査項1'1と性別の二重交互作川項については有意差は認められなかった。調査Jr｛目と年齢の

). 

窒P:父ヲ11作川項についてはイr意差が認められた(Fニ6. t17、 df＝5、P＜〔〕. Ol)/一、

 年齢と性別の二並交互作川里も有意差が認められた(F＝12. 68、df＝一r l、P＜〔〕. Ol)c、

 また、調奔項目ど年齢・1/k別の胴重交lll作川項についてはイf意震は認められなかった。

5. 考察および展望

 平均点からみると、各項1. iの得点は強弱の弁別およびリズムの理解をのぞく項目において年

齢が増川するにともない、高くなっていることが明らかである。

 また、性差に関して検討すると、・1歳児では強弱の弁別、音色の理解で性糖は認められない

が、その他のリズムの1111解、高低の弁別、和音の下平. 鑑賞能力の項11においては、いずれも

り川の得点が高し・、15歳児ではすべてにt」いて女児の得点がドljい。なお、6歳児は女児力ご1名

のため性差の検討はおこなわなかった◎

 総得点・能力段階ともにtl歳児は男. 児が高く、5歳児では逆に女児が高い得点を得た・、］また、

調橘1項「1のうち、リズムの弁別の得点が各年齢間で上・. ドがあり、とりわけ5歳児の得点は、

各年齢凋でもっとも低いことが明らかになった。

 つぎに能力段階については・1の能力段階と認められるものがもっとも多いLlここで注目した

いのは、4歳児において最高レベル(71の能力段階と認められたもσ)が1名あり、優秀児と思

われる、

 これらの結県から明らかなように、音楽経験の浅いtl歳児が、予想以上によい成績を得た。

すべての調査項lllにおいて無回答もなく、能力段階においても4-7とよい結果が認められた。

 総得点の乎均からみると、4歳・5歳・6歳児と年齢の増加とともに高い仲びを示している
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ものの、能力段階をtに見ると、逆に'1歳・5磯・6歳の順で、年齢とともに低くなることが

明らかになった。

 多種多様な音楽を聞く機会の多い生活環境の中で、高低の弁別の得点が全体に低い結果と

なったことに注目したい。音が高い・低いということばの埋解がイ・どもたらにとっては混沌と

していて、困難であったことも…要因と考えられる。κやリズムを記憶し、それを比較して川

答するという偉業は、子どもたちにとっては、はじめての経験でありまた非常に集中力を必

要としたと考えられる、

 これらの結果から、調査内容のすべての項llにおいて、年齢の増加にともない1㌣楽塊解度が

発達するとはいいがたい。しかし、これらの結果をもとに、被験者の能力をより高くするため

には、環境のみならず、音楽を幅広く取り扱って、かつまた六領域との関連を深くすオしば、能

力的発達が期待され、保育而での指導に賞1駅でき、それらの効果の欄乗作川と相まって、丁・ど

もたちの音楽的梢操も豊かに育つものと考えられるtt

 この研究をさらに年齢を広げて調査をおこなえば特異な差が明らかになるかもしれない。よ

た地域別の差を検討することも、今後の課題としたい、、
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